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｢

七
夕
馬｣

の
技
術
伝
承

服

部

比

呂

実

一

七
夕
行
事
の
諸
相
と
七
夕
馬

七
夕
は
、
中
国
の
牽
牛
織
女
の
伝
説
と
、
機
織
り
な
ど
技
芸
の
上
達
を
願
う
乞
巧
奠

の
習
俗
が
日
本
に
伝
わ
り
、
そ
れ
が
日
本
の
棚
機
女
の
信
仰
や
畑
作
物
の
収
穫
祭
と
結

び
つ
い
た
祭
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
七
夕
祭
り
で
顕
著
に
見
ら
れ
る

の
は
、
学
校
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
が
短
冊
に

｢

天
の
川｣
、｢

織
姫｣

、｢

彦
星｣

と
書
い

た
り
、
自
分
の
願
い
事
を
書
い
た
り
し
て
竹
に
結
び
つ
け
る
光
景
で
あ
る
。
こ
う
し
た

短
冊
竹
の
習
俗
は
、
近
世
の
出
版
物
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
九
年

(

一
八
三

八)

の

『

東
都
歳
時
記』

に
は
、
江
戸
の
町
で
七
夕
の
竹
飾
り
が
立
ち
並
ぶ
様
子
が
描

か
れ
、
高
い
竹
に
は
短
冊
の
ほ
か
に
も
吹
き
流
し
な
ど
が
吊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
錦
絵

の
類
で
は
、
た
と
え
ば
天
保
十
年

(

一
八
三
九)

頃
の

『

雅
遊
五
節
句
之
内
七
夕』

(

歌
川
邦
芳
画)

に
は
、
寺
子
屋
に
通
う
年
ご
ろ
の
子
ど
も
三
人
が
、
習
っ
た
歌
や
願

い
事
を
書
い
た
短
冊
、
西
瓜
を
模
し
た
紙
や
ほ
お
ず
き
な
ど
を
楽
し
げ
に
笹
に
吊
す
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
様
子
は
明
治
末
年
に
は
衰
退
し
て
い
っ
た

よ
う
で
、
若
月
紫
蘭
は

『

東
京
年
中
行
事』

の
中
で
、
歌
舞
伎
座
前
の
横
町
で
七
夕
の

竹
飾
り
を
見
て

｢

七
夕
の
星
祭
は
殆
ど
廃
れ
て
了
つ
た
と
は
云
ふ
も
の
ゝ
、
ま
だ
其
趣

味
を
忘
れ
得
ず
し
て
、
偶
に
は
之
を
や
つ
て
居
る
も
の
が
あ
る
い
つ
て
も
い
ゝ
。｣

と

記
し
て
い
る

(

１)

。

し
か
し
、
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
七
夕
祭
り
の
内
容
は
、
こ
れ
と
は
別
の
様
相

を
見
せ
て
い
る
。
長
野
県
松
本
市
で
は
、
男
女
二
体
の
七
夕
人
形
を
作
り
、
家
の
軒
下

な
ど
に
下
げ
る
。
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
西
小
磯
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
短
冊
を
つ
け

た
竹
飾
り
で
地
面
を
叩
き
、
竹
飾
り
で
作
っ
た
タ
ケ
ミ
コ
シ
を
担
い
で
地
域
内
を
ま
わ

り
、
最
後
に
は
こ
れ
ら
を
海
に
流
す
。

こ
の
他
に
あ
げ
ら
れ
る
七
夕
の
習
俗
が
、
七
夕
馬
で
あ
る
。
た
と
え
ば
近
世
の
資
料

で
は
、
世
田
谷
区
大
場
家
の
文
化
六
年

(

一
八
〇
九)

『

家
例
年
中
行
事』

七
月
六
日

の
条
に
は
次
の
よ
う
に
七
夕
馬
が
記
さ
れ
る

(

２)

。

一
、
手
習
子
有
之
者
、
机
、
硯
洗
清
メ
致
。

色
紙
、
短
冊
拵
、
七
夕
江
詩
歌
書
、
備
ル
。

但
、
短
冊
竹
者
、
新
生
竹
伐
用
ル
。

蔵
之
脇
江
短
冊
竹
立
ル
。

一
、
新
敷
ち
が
や
ニ
而
牛
馬
壱
疋
ヅ
ヽ
拵
。

一
、
同
断
ち
が
や
ニ
而
縄
を
な
い
、
短
冊
竹
よ
り
小
竹
へ
縄
張
。

但
、
小
竹
弐
本
左
右
へ
立
、
結
付
置
、
此
竹
ヘ
縄
を
張
、
真
中
へ
牛
馬
共
ニ
而

下
ゲ
釣
つ
な
ぐ
。

大
場
家
で
は
、
七
夕
の
前
日
に
新
し
い
チ
ガ
ヤ
で
馬
と
牛
を
一
匹
ず
つ
作
り
、
竹
と

竹
の
間
に
チ
ガ
ヤ
で
な
っ
た
縄
を
張
り
、
そ
の
二
匹
を
縄
の
真
ん
中
に
下
げ
て
い
る
。

『

日
本
民
俗
地
図

(

３)』

に
よ
れ
ば
、
七
夕
馬
の
習
俗
は
、
福
島
、
茨
城
、
千
葉
、
群
馬
、

埼
玉
、
東
京
、
静
岡
、
新
潟
、
岡
山
、
広
島
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
。
全
国
的
に
は
限

ら
れ
て
い
る
が
、
東
北
地
方
南
部
か
ら
中
国
地
方
ま
で
広
範
囲
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
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七
夕
馬
と
い
う
同
一
の
呼
称
を
も
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
形
態
や
祭
り
方
な
ど
は
地
域
ご

と
に
異
な
っ
て
い
る
。『

家
例
年
中
行
事』

の
よ
う
に
、
馬
と
牛
を
一
緒
に
作
る
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
、
二
匹
の
馬
を
作
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
馬
を
祖
先
の
霊
を
迎

え
る
乗
り
物
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、｢

タ
ナ
バ
タ
サ
マ｣

を
迎
え
る
た
め
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
り
、
七
夕
が
終
わ
る
と
馬
を
屋
根
に
あ
げ
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
川
に
流

す
と
こ
ろ
も
あ
る
。

七
夕
馬
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
田
中
宣
一
は
七
夕
祭
り
の
こ
う
し
た
多
様
な
性
格

を
と
ら
え
、(

一)

牽
牛
・
織
女
二
星
の
相
会
を
祝
う
も
の
、(

二)

技
芸
の
上
達
を
祈
る

も
の
、(

三)

農
耕
儀
礼
的
側
面
、(
四)

子
供
な
ど
に
よ
る
小
屋
行
事
、(

五)

水
に
よ
る

穢
れ
の
祓
除
の
内
容
を
持
つ
と
し
、(
三)
農
耕
儀
礼
的
側
面
に
七
夕
馬
を
位
置
付
け
て

い
る

(

４)

。
倉
石
忠
彦
は
、
七
夕
の
日
の
畑
に
入
る
と
災
難
が
及
ぶ
と
い
う
七
夕
の
禁
忌
伝
承
を

持
つ
地
域
は
、
去
来
す
る
モ
ノ
の
乗
る
馬
の
伝
承
と
、
畑
の
初
物
を
供
え
る
所
の
接
点

に
位
置
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
う
し
た
禁
忌
伝
承
の
広
が
る
地
域
に
は
、
畑
作
の
収

穫
儀
礼
と
去
来
神
の
信
仰
儀
礼
が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

(

５)

。

高
谷
重
夫
は
、
七
夕
馬
の
民
俗
の
実
態
を
検
討
し
て
い
る
。
馬
を
飾
る
場
所
、
供
え

物
、
そ
れ
に
付
随
す
る
草
刈
の
習
俗
、｢

ム
カ
エ
ウ
マ｣

｢

タ
ナ
バ
タ
ウ
マ
の
乗
り
物｣

な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
精
霊
祭
り
用
の
も
の
で
あ
っ
た
馬
が
、
後

に
七
夕
馬
や
田
の
神
祭
り
の
乗
り
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る

(

６)
。

千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
で
は
、
平
成
九
年
か
ら
平
成
十
二
年
の
間
に
七
夕
馬
を
中
心

と
し
た
企
画
展
示
を
四
回
開
催
し
た
。
こ
の
内
容
を

『

千
葉
県
の
七
夕
馬

草
で
作
っ

た
ウ
マ
と
ウ
シ

七
夕
行
事
を
中
心
に

(

７)』

Ⅰ
・
Ⅱ
、『

千
葉
県
の
七
夕
馬

草
で
作
っ

た
ウ
マ
と
ウ
シ

(

８)』

Ⅲ
・
Ⅳ
の
二
冊
の
図
録
に
ま
と
め
、
千
葉
県
内
の
七
夕
馬
に
関
す
る

総
合
的
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
の
中
で
は
、
七
夕
と
盆
の
関
係
、
七
夕
に
迎
え
る
モ
ノ
は
何
か
と
い
っ

た
点
を
中
心
に
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
七
夕
馬
作
り
の
技
術
伝
承
を
広
範
囲
に
比

較
検
討
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
、
千
葉
県
茂
原
市
、

宮
城
県
仙
台
市
、
多
賀
城
市
の
現
地
調
査
か
ら
そ
の
伝
承
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
七
夕

馬
の
製
作
を
と
お
し
て
民
俗
技
術
の
あ
り
方
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
っ
て
お
き
た

い
。二

七
夕
馬
の
伝
承
と
実
態

①

福
島
県
い
わ
き
市
の
七
夕
馬

い
わ
き
市
の
七
夕
馬
の
習
俗
に
関
し
て
は
、
大
須
賀
�
軒

(

天
保
十
二
年
―
大
正
元

年
・
一
八
四
一
―
一
九
一
二)

に
よ
る
明
治
二
十
五
年

(

一
八
九
二)

、『

磐
城
誌
料』

に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

(

９)

。

六
日

七
夕
ノ
歌
ヲ
書
キ
、
竹
梢
ニ
着
ケ
、
立
ル
。
農
家
ニ
ハ
小
麦
藁
ニ
テ
馬
の

形
ヲ
作
リ
、
厩
ヤ
ノ
上
ハ
ア
ゲ
、
又
ハ
門
口
ニ
建
て
置
ク
モ
ア
リ
。
是
ハ
盂
蘭
盆

ノ
精
靈
、
是
日
ニ
冥
途
を
首
途
シ
タ
マ
フ
迎
馬
ナ
リ
ト
イ
フ
。
妄
誕
甚
シ
キ
事
ナ

レ
ド
モ
、
古
ノ
茅
巻
馬
ノ
遺
風
ナ
ラ
ン
。
按
ニ
、
俊
頼
朝
臣
、
散
木
集
、
連
歌
ノ

ウ
チ
ニ
、｢

ち
ま
き
馬
く
び
か
ら
き
は
ぞ
に
た
り
け
り

き
う
り
の
牛
は
ひ
き
ち

か
ら
な
し｣

と
見
ユ
。
俊
頼
ハ
鳥
羽
天
皇
ノ
御
宇
ノ
人
ナ
レ
バ
、
今
ヨ
リ
七
百
八

十
年
以
前
ヨ
リ
是
�
ノ
事
ア
リ
シ
ナ
リ
。

七
日

早
起
、
合
歓
木
ノ
葉
ト
豆
ノ
葉
ヲ
川
ヘ
流
シ
、｢

ね
む
た
は
流
れ
ろ
ま
め

の
は
と
ま
れ｣

ト
イ
フ
。
此
俗
ハ
津
軽
辺
に
も
行
ハ
ル
ヽ
事
ナ
リ
。
又
、
行
燈
、

燈
蓋
類
ノ
油
附
タ
ル
物
ヲ
洗
フ
。

こ
こ
で
は
、
旧
暦
の
七
月
六
日
に
農
家
で
小
麦
藁
を
使
っ
て
馬
を
作
り
、
馬
屋
の
上

に
あ
げ
た
り
、
馬
を
門
口
に
立
て
て
お
い
た
り
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
馬
は
盂
蘭

盆
に
精
霊
を
迎
え
る
馬
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
ま
た

｢

ち
ま
き
馬
…
…｣

の
連
歌
に
つ
い
て
は
、『

骨
董
集』

(

文
化
十
年)

や

『

嬉
遊
笑
覧』

(

文
政
十
三
年)

に
同
様
の
記
述
が
あ
る
た
め
、
大
須
賀
は
こ
う
し
た
資
料
か
ら
解
説
を
引
用
し
た
も
の
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と
思
わ
れ
る
。
ち
ま
き
馬
に
関
し
て
は
、
西
行
の

『

聞
書
集』

の
一
七
二
番
に

｢

い
た

き
か
な
菖
蒲
か
ぶ
り
の
茅
巻
馬
は
う
な
ゐ
わ
ら
は
の
し
わ
ざ
と
覚
え
て｣

と
い
う
歌
が

あ
り

(

�)
、
茅
巻
馬
は
端
午
の
節
供
に
子
ど
も
に
与
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

歌
は
、｢
た
は
ぶ
れ
歌｣

十
三
首
の
一
首
で
あ
る
が
、
他
の
十
二
首
に
も

｢

麦
笛
、
炒

粉
か
け
、
あ
こ
め
の
袖
の
玉
襷
、
竹
馬
、
隠
れ
遊
び
、
雀
弓
、
ひ
た
ひ
烏
帽
子
、
土
遊

び｣

な
ど
の
玩
具
が
あ
げ
ら
れ
、
茅
巻
馬
は
こ
う
し
た
も
の
と
同
様
に
玩
具
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。

近
年
の
い
わ
き
市
内
の
七
夕
馬
に
関
し
て
は
、『

日
本
の
年
中
行
事

磐
城
篇』
(

岩

崎
敏
夫
著

昭
和
二
十
八
年

海
外
協
会
図
書
館
刊)

、『

写
真
で
綴
る
い
わ
き
の
伝
統』

(

草
野
日
出
雄
著

昭
和
四
十
八
年

株
式
会
社
は
ま
し
ん
企
画
事
業
部
刊)

、『

い
わ

き
の
話
題
事
典

大
地
の
驚
異』

(

岩
崎
敏
夫
著

昭
和
五
十
三
年

は
ま
し
ん
企
画

株
式
会
社
刊)

、『

い
わ
き
の
民
俗』

(

下)
(

和
田
文
夫
著

昭
和
六
十
一
年

い
わ
き

民
報
社
刊)

な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

�

事
例
一
】(

以
下
、
写
真
頁
参
照)

い
わ
き
市
内
の
七
夕
馬
に
関
し
て
、
好
間
町
大
利
小
川
崎
の
片
寄
久
四
郎
氏

(

昭
和

五
年
生
ま
れ)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
の
農
家
で
は
、
米
、
小
麦
、
大
豆
、
小
豆
を

作
っ
て
い
た
が
、
七
夕
馬
は
、
収
穫
し
た
麦
藁
、
小
麦
の
殻
で
作
る
。
麦
は
う
ど
ん
や

す
い
と
ん
、
天
ぷ
ら
の
粉
、
パ
ン
な
ど
に
加
工
さ
れ
る
。
小
麦
畑
は
片
寄
氏
の
家
の
周

り
に
あ
り
、
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
十
日
く
ら
い
の
間
を
秋
土
用

(

ア
ジ
ド
ヨ
ウ)
と

い
っ
て
、
こ
の
時
期
に
麦
を
蒔
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

小
麦
の
収
穫
は
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
で
、
刈
り
取
っ
た
後
、
小
麦
を
干
し
て

脱
穀
し
、
麦
を
落
と
し
た
後
の
麦
藁
が
馬
の
材
料
と
な
る
。
収
穫
後
、
十
五
日
か
ら
二

十
日
後
が
七
夕
に
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
刈
り
取
っ
た
麦
藁
は
、
三
日
く
ら
い

干
し
て
か
ら
使
う
。
六
月
十
日
か
ら
一
カ
月
は
入
梅
の
時
期
で
、
こ
の
期
間
に
干
す
こ

と
は
難
し
い
。
気
候
が
良
く
暑
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
見
極
め
て
ハ
セ
に
か
け
て
干
す
。

片
寄
氏
は
、
現
在
も
小
麦
を
作
っ
て
い
る
た
め
、
馬
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い

い
、
今
ま
で
も
材
料
を
変
え
た
こ
と
は
な
い
。

今
で
は
こ
の
集
落
で
片
寄
氏
以
外
に
馬
を
作
る
人
は
い
な
い
が
、
昔
は
ど
こ
の
家
で

も
家
の
主
人
が
馬
を
作
っ
て
い
た
。
女
性
は
作
る
も
の
で
は
な
く
、
男
性
が
作
る
も
の

と
さ
れ
て
い
た
。
馬
は
売
り
物
に
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
各
家
で
用
意
す
る
も
の
だ
っ

た
。
お
正
月
飾
り
も
各
家
で
主
人
が
作
っ
た
も
の
だ
が
、
片
寄
氏
は
子
ど
も
の
時
に

｢

幸
せ
は
自
分
で
作
る
も
の
だ｣

と
言
い
き
か
さ
れ
、
一
家
の
主
人
は
家
族
全
員
の
健

康
を
祈
っ
て
年
中
行
事
の
飾
り
物
を
作
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
。

七
夕
馬
は
祖
先
の
霊
を
迎
え
る
た
め
に
七
夕
に
夕
方
二
匹
作
る
の
が
決
ま
り
で
、
綱

を
つ
け
た
馬
は
門
口
の
地
面
に
置
き
、
家
に
頭
が
向
く
よ
う
に
、
二
匹
を
離
し
て
並
べ

る
。
夕
飯
の
前
、
六
時
か
ら
七
時
こ
ろ
に
は
、
馬
の
ど
ち
ら
か
の
前
で
松
明

(

松
の
根)

を
燃
や
す
。
七
夕
に
は

｢

オ
ボ
ン
サ
マ｣

が
来
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
い
わ
き
で
は

｢

じ
ゃ
ん
が
ら
を
や
ら
な
い
人
は
い
な
い｣

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
盛
ん
な
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏

に
も

｢

早
く
来
い
来
い

七
月
七
日

七
日
過
ぎ
れ
ば

お
盆
様｣

と
い
う
歌
詞
が
あ

る
。
実
際
に
は
、
お
盆
の
始
ま
り
は
新
盆
の
家
は
七
日
、
そ
う
で
な
い
家
は
十
三
日
か

ら
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
お
盆
に
牛
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
片
寄
氏
は

そ
の
理
由
と
し
て
当
地
が
馬
の
産
地
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
。

馬
は
四
、
五
日
そ
こ
に
置
い
た
後
、
馬
屋
の
屋
根
の
上
に
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
一
週
間
か
十
日
で
雨
や
風
に
当
た
っ
て
屋
根
か
ら
落
ち
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
後

は
堆
肥
の
中
に
混
ぜ
て
し
ま
う
。

片
寄
氏
に
馬
の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
父
親
で
は
な
く
、
明
治
二
年
生
ま

れ
の
祖
父
で
あ
っ
た
。
戦
争
中
は
、
中
学
二
年
生
を
卒
業
し
た
者
か
ら
二
十
歳
ま
で
の

男
子
は
、
全
員
青
年
学
校
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
父
親
は
こ
の
青
年
学

校
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
農
家
の
仕
事
に
は
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
馬
を
作
り
始
め
た
の
は
昭
和
十
五
年
頃
だ
っ
た
が
、
他
の
小
学
生
で
馬
を
作
っ
て

い
る
子
ど
も
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
。
祖
父
と
、
明
治
五
年
生
ま
れ
の
祖
母
は
年
老
い

て
お
り
、
父
親
は
青
年
学
校
、
兄
た
ち
は
戦
争
に
行
っ
て
い
た
。
田
畑
は
母
親
一
人
で

｢七夕馬｣ の技術伝承
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耕
し
て
い
た
の
で
、
自
分
が
家
の
こ
と
を
手
伝
う
の
は
自
然
の
こ
と
で
あ
り
、
藁
草
履

も
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
他
の
地
域
で
は
、
七
夕
馬
の
習
俗
と
し
て
、
当
日
の
早
朝
に

七
夕
馬
を
草
刈
り
に
連
れ
て
行
く
伝
承
も
聞
か
れ
る
が
、
片
寄
氏
は
毎
朝
四
時
に
、
自

分
の
家
の
馬
に
食
べ
さ
せ
る
草
を
刈
り
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し

な
か
っ
た
と
い
う
。
水
力
発
電
所
に
親
が
勤
め
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
家
の
仕
事
は

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
遊
び
も
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

七
夕
の
日
に
は
う
ど
ん
を
作
っ
て
仏
様
に
あ
げ
、
家
族
で
は
、
な
た
ね
油
で
天
ぷ
ら

を
作
り
、
天
ぷ
ら
う
ど
ん
に
し
て
食
べ
た
。
天
ぷ
ら
の
材
料
は
、
ナ
ス
、
ジ
ュ
ウ
ロ
ク

サ
サ
ゲ

(

イ
ン
ゲ
ン)

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
味
噌
汁
の
材
料
に
も
使
っ
た
。
ま
た
、

シ
ョ
ウ
ガ
や
ミ
ョ
ウ
ガ
、
シ
ソ
も
食
べ
た
。

七
夕
の
日
に
は
、
竹
飾
り
も
し
た
と
い
う
。
色
紙
や
ノ
ベ
ガ
ミ

(

障
子
紙)

を
切
っ

て
、｢

天
の
川｣

な
ど
と
書
い
て
竹
に
飾
り
、
玄
関
に
置
い
た
。
ノ
ベ
ガ
ミ
は
隣
の
集
落

(

今
の
遠
野
町)

で
す
い
て
い
た
。
楮
を
ゆ
で
て
、
皮
を
持
っ
て
行
き
、
加
工
賃
を
払
っ

て
障
子
紙
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
集
落
で
も
、
明
治
前
に
は
五
、
六
軒
は
紙
を
作

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
や
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。

七
夕
馬
は
小
学
生
で
も
作
れ
る
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
、
こ
れ
は
お
よ
そ
十
五
分
で

出
来
た
。
片
寄
氏
は
、
現
在
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
馬
の
作
り
方
を
教
え
て
い
る
が
、

二
十
四
人
の
小
学
生
が
全
員
作
る
の
に
一
時
間
半
か
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
材
料

は
す
べ
て
片
寄
氏
が
持
参
す
る
が
、
馬
一
体
作
る
の
に
藁
一
握
り
く
ら
い
必
要
で
、
人

数
分
材
料
を
用
意
す
る
と
か
な
り
の
量
に
な
る
。
神
社
の
注
連
縄
も
今
は
作
れ
る
人
が

少
な
く
な
り
、
片
寄
氏
は
隣
の
集
落
か
ら
も
頼
ま
れ
て
作
っ
て
い
る
が
、
稲
を
コ
ン
バ

イ
ン
で
刈
っ
て
し
ま
う
と
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
注
連
縄
に
使
え
な
く
な
る
の
で
、
藁
を

取
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
手
で
刈
っ
て
い
る
と
い
う
。
技
術
を
伝
え
て
行
き
た
い
気
持
ち

は
あ
る
が
、
ま
ず
は
こ
の
材
料
の
確
保
が
難
し
い
と
片
寄
氏
は
い
う
。

�

事
例
二
】

三
和
町
中
寺
関
所
の
田
子
實
氏

(

大
正
十
三
年
生
ま
れ)

に
よ
れ
ば
、
七
夕
馬
は
七

夕
の
前
日
、
六
日
の
夜
に
作
っ
た
。
昔
は
、
主
食
が
米
半
分
、
麦
半
分
だ
っ
た
が
、
こ

の
辺
り
で
は
小
麦
を
比
較
的
た
く
さ
ん
作
っ
て
お
り
、
馬
も
小
麦
藁
で
作
っ
た
。
も
っ

と
も
こ
の
季
節
に
は
稲
藁
は
な
い
の
で
小
麦
藁
を
使
っ
た
。
畑
作
以
外
に
は
養
蚕
も
盛

ん
だ
っ
た
と
い
う
。
麦
を
刈
る
の
は
五
、
六
月
で
、
そ
の
後
は
乾
燥
さ
せ
、
馬
を
作
る

七
月
ま
で
納
屋
の
中
に
保
管
し
て
お
い
た
。
乾
燥
し
た
ま
ま
の
麦
藁
は
折
れ
や
す
い
の

で
、
馬
を
作
る
前
に
霧
吹
き
で
水
を
か
け
て
湿
ら
せ
、
扱
い
や
す
く
す
る
。
一
体
を
作

る
の
に
か
か
る
時
間
は
、
慣
れ
て
い
れ
ば
三
十
分
ほ
ど
で
あ
る
。

田
子
氏
は
、
明
治
二
十
三
年
頃
生
ま
れ
の
父
親
に
馬
の
作
り
方
を
教
わ
っ
た
。
馬
は

各
家
で
作
っ
て
い
て
、
他
の
家
の
分
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
男
性
が
作

る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
男
性
不
在
の
家
に
頼
ま
れ
て
作
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
男

性
が
作
る
の
は
、
神
に
あ
げ
る
も
の
だ
か
ら
だ
と
思
う
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
七
夕
に
は

｢

オ
ボ
ン
サ
マ｣

が
く
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
七
夕
の
日

が
先
祖
の
霊
を
迎
え
る
日
で
あ
り
、
先
祖
の
霊
の
乗
り
物
と
し
て
馬
を
作
っ
た
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
、
当
時
は
乗
り
物
が
馬
か
駕
籠
し
か
な
か
っ
た
か
ら
馬
を
作
っ
た
の
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ご
先
祖
さ
ま
に
良
く
見
え
る
よ
う
に
と
い
っ
て
、
屋
根
の

グ
シ

(

一
番
高
い
所)

に
馬
を
あ
げ
た
。
七
日
の
朝
置
い
て
、
お
盆
が
終
わ
る
十
六
日

ま
で
あ
げ
て
お
く
家
も
あ
れ
ば
、
七
日
に
下
げ
る
家
も
あ
っ
た
。
あ
げ
た
ま
ま
で
も
自

然
に
風
化
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
屋
根
茅
か
ら
瓦
に
変
わ
っ
て
か
ら
は

馬
は
あ
げ
て
い
な
い
。
茅
屋
根
だ
っ
た
の
は
昭
和
三
十
四
、
五
年
ま
で
で
あ
っ
た
。
こ

の
あ
た
り
で
は
牛
は
あ
ま
り
い
な
い
の
で
、
牛
は
作
ら
な
か
っ
た
。
お
盆
に
は
燈
籠
を

飾
り
、
ミ
ソ
カ
ボ
ン

(

晦
日
盆)

と
い
っ
て
、
燈
籠
は
三
十
日
ま
で
置
い
た
も
の
だ
っ

た
。
お
盆
に
門
口
で
焚
く
火
は

｢

カ
ガ
リ
ビ｣

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
カ
ガ
リ
ビ
を
焚

く
の
は
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
六
日
の
四
日
で
あ
る
。

七
夕
に
は
、
小
麦
で
ス
イ
ト
ン
や
団
子
を
作
り
、
天
ぷ
ら
も
作
っ
て
食
べ
た
。
こ
の

他
に
は
、
お
煮
染
め
を
仏
壇
に
あ
げ
た
。
今
は
新
盆
の
と
き
で
な
け
れ
ば
作
ら
な
い
が
、

以
前
は
七
夕
の
日
に
各
家
で
盆
棚
を
作
っ
た
も
の
で
、
こ
の
棚
に
お
煮
染
め
や
野
菜
な
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ど
を
あ
げ
た
。

こ
の
他
に
、
七
夕
に
大
人
が
井
戸
さ
ら
い
を
行
っ
た
。
き
れ
い
な
水
を
先
祖
さ
ま
に

あ
げ
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
。

田
子
氏
が
現
在
の
場
所
に
転
居
し
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
で
、
子
ど
も
の
頃
の
七
夕

馬
の
体
験
は
、
隣
接
す
る
宮
町
中
寺
と
い
う
集
落
で
の
こ
と
で
、
そ
の
頃
は
屋
根
に
あ

げ
る
馬
の
他
に
、
大
き
め
の
馬
を
父
親
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
こ
の
馬
を
引
い
て
遊
ん

だ
。
集
落
に
は
同
級
生
が
十
六
人
、
小
学
生
は
三
十
人
以
上
い
た
が
、
一
緒
に
馬
を
引
っ

張
っ
て
遊
ん
だ
の
は
、
心
の
合
っ
た
五
、
六
人
で
あ
る
。
こ
の
友
だ
ち
と
は
独
楽
回
し

を
し
た
り
、
登
校
す
る
と
き
に
集
ま
っ
て
野
球
を
や
っ
た
り
し
た
も
の
だ
っ
た
。
馬
を

引
く
前
に
、
馬
の
背
に
の
せ
る
草
を
刈
り
に
行
っ
た
。
大
人
は
四
時
に
は
山
に
草
刈
り

に
出
て
い
た
が
、
そ
の
真
似
事
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、
六
時
半
に
朝
食
を
済
ま
せ
て
、

七
時
す
ぎ
く
ら
い
に
草
刈
り
に
行
っ
た
。
こ
の
時
の
朝
露
が
体
に
つ
く
と
健
康
に
良
い

と
い
わ
れ
た
が
、
早
起
き
し
て
働
け
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
。

ま
た
、
土
を
踏
む
と
脚
気
に
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
素
足
で
草
刈
り
を
し

て
い
た
。

野
原
で
馬
を
引
き
、
馬
が
ひ
っ
く
り
返
る
た
び
に
大
騒
ぎ
を
し
て
本
当
に
楽
し
か
っ

た
が
、
二
、
三
日
や
れ
ば
飽
き
て
し
ま
っ
て
、
最
後
に
は
こ
の
遊
び
用
の
馬
は
捨
て
て

し
ま
っ
た
。
背
中
に
の
せ
た
草
は
自
分
の
と
こ
ろ
で
飼
っ
て
い
る
馬
に
食
べ
さ
せ
た
。

ど
こ
の
家
に
も
、
代
掻
き
な
ど
を
行
う
た
め
に
必
要
な
農
耕
馬
を
飼
っ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
七
夕
の
竹
飾
り
も
し
た
。
色
つ
き
の
紙
を
買
っ
て
短
冊
に
し
て
竹

に
下
げ
た
。
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
ま
っ
て
い
た
行
事
は
貧
乏
で
も
行
っ
た
。

小
正
月
の
鳥
小
屋
の
行
事
で
は
子
ど
も
た
ち
が
勧
進
を
行
っ
た
が
、
七
夕
の
色
紙
は
親

か
ら
お
金
を
も
ら
っ
て
買
っ
た
。
こ
の
竹
飾
り
は
大
根
畑
に
刺
し
て
団
子
を
供
え
、
虫

送
り
の
時
に
好
間
川
に
流
し
た
。
か
つ
て
は
何
で
も
川
に
流
し
た
も
の
で
、
お
盆
に
供

え
た
も
の
が
川
上
か
ら
流
れ
て
く
る
と
、
そ
れ
を
取
っ
て
食
べ
た
り
も
し
た
。

七
夕
馬
は
、
見
か
け
は
似
て
い
て
も
、
作
り
方
は
人
に
よ
っ
て
全
く
違
う
と
い
う
。

馬
の
出
来
の
良
し
悪
し
は
一
番
人
の
目
に
つ
く
頭
で
決
ま
る
の
で
、
頭
の
部
分
を
作
る

時
の
藁
の
ね
じ
り
加
減
に
注
意
す
る
。
麦
藁
は
ね
じ
る
の
が
難
し
い
た
め
、
き
れ
い
に

ね
じ
れ
て
馬
の
面
に
な
っ
た
も
の
が
出
来
の
良
い
馬
で
あ
る
。

現
在
田
子
氏
の
住
む
集
落
で
も
、
七
夕
馬
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
若
い
人
は
い
な
い
。

い
わ
き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷
で
は
、
七
月
の
第
四
日
曜
日
に
田
子
氏
が
馬
の
作
り
方
を

指
導
し
て
い
る
が
、
今
後
教
え
ら
れ
る
人
が
い
る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
茅
屋

根
だ
か
ら
こ
そ
麦
藁
の
馬
も
似
合
っ
た
け
れ
ど
、
瓦
屋
根
で
は
似
合
わ
な
い
の
で
は
な

い
か
、
門
松
も
近
代
的
な
家
に
合
う
よ
う
な
形
に
変
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

�

事
例
三
】

渡
辺
町
洞
岸
の
大
友
美
江
氏

(

大
正
七
年
生
ま
れ)

に
よ
れ
ば
、
当
地
で
は
、
兄
妹

が
五
人
い
れ
ば
五
匹
七
夕
馬
を
作
り
、
子
ど
も
の
い
な
い
家
で
は
二
匹

(

雌
雄
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い)

の
馬
を
作
っ
て
、
竹
飾
り
の
下
に
置
い
た
。
牛
は
作
ら
な
か
っ
た
。

七
夕
の
時
期
は
稲
藁
が
乏
し
く
、
ま
た
稲
藁
は
俵
を
編
む
た
め
に
貴
重
品
で
も
あ
っ
た

の
で
、
馬
の
材
料
に
は
麦
藁
を
使
っ
た
。
こ
の
時
期
は
入
梅
に
あ
た
る
の
で
、
少
し
早

め
に
麦
を
刈
っ
て
、
ハ
セ
に
か
け
て
乾
燥
さ
せ
る
。
麦
は
、
麦
藁
が
傷
ま
な
い
よ
う
脱

穀
し
た
。

馬
は
、
旧
暦
の
七
月
六
日
に
作
っ
た
。
こ
の
時
に
盆
棚
も
作
っ
た
。
他
の
家
の
七
夕

馬
を
作
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
女
性
は
作
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
父
親
も
馬
は
作
っ

て
い
た
が
、
教
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
よ
そ
の
家
の
上
手
な
馬
の
作
り
方
を
盗
ん
で
、

自
然
に
身
に
つ
け
た
。
馬
の
大
き
さ
は
横
が
お
よ
そ
三
尺
、
九
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
高

さ
は
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。
作
る
の
に
か
か
る
時
間
は
三
十
分
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

馬
は
竹
の
七
夕
飾
り
の
下
に
繋
ぎ
、
地
面
の
上
に
直
接
置
い
た
。
竹
は
今
年
出
た
新

し
い
竹
を
用
い
た
。
太
さ
は
指
の
太
さ
ほ
ど
、
長
さ
は
子
ど
も
が
持
ち
運
び
で
き
る
大

き
さ
の
竹
だ
っ
た
。
こ
の
竹
を
地
面
に
刺
し
、｢

天
の
川｣

｢

星
の
し
ず
く｣

や

｢

い
ろ

は
に
ほ
へ
と｣
、｢
奥
山
に
も
み
じ
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の
…
…｣

と
い
っ
た
百
人
一
首
の

歌
を
書
い
た
色
紙
の
短
冊
を
下
げ
た
。

｢七夕馬｣ の技術伝承
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いわき市暮らしの伝承郷 館内のカラクリ舞台の七夕馬

好間町大利小川崎の片寄久四
郎氏

三和町中寺関所の田子實氏

渡辺町洞岸の大友美江氏の家
の近くの馬頭観音 (中・右)
と馬力神 (左) の石塔

いわき市暮らしの伝承郷 敷地内の民家のグシ (上部) に
上げられた七夕馬

片寄氏に七夕馬の置き方を再
現してもらう｡ 入口の左右に
玄関に首が向くように置く

仙台市歴史民俗資料館で所蔵する七夕馬. 採集地は不詳 宮城県栗駒町文字地区佐藤家の七夕馬 (縮小サイズ)｡ 東
北歴史博物館 及川宏幸氏製作



｢七夕馬｣ の技術伝承
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千葉県立房総のむら実演体
験会場

材料のマコモ 講師の�藤孝雄氏が胴の形を作る麦の胴中を入れるところ

手前の箱の中に胴中を押し込む時に使
うタタキ (木槌) がある

竹飾りを押し込むツバクシ 竹をほぐして房飾りにするための道具
(右端に釘が打ってある) と櫛

ツバクシを使う�藤氏

�藤家の七夕馬とお供えの野菜､ バラマンジュ
ウ (平成 18年 8月 7日)

�藤家の稲荷の祠に上げられた七夕馬



子
ど
も
の
い
る
家
で
は
、
子
ど
も
が
馬
の
背
中
に
草
を
刈
っ
て
結
わ
え
付
け
、
馬
に

つ
い
た
手
綱
を
持
っ
て
近
所
を
引
き
回
し
て
遊
ん
だ
。
子
ど
も
の
い
な
い
家
で
は
、
馬

は
竹
飾
り
の
下
に
繋
い
だ
ま
ま
に
し
て
い
た
。
草
は
、
田
圃
の
畦
か
ら
刈
っ
て
き
た
。

馬
を
引
っ
張
る
と
き
は
馬
の
足
に
踏
ん
張
り
が
必
要
な
の
で
、
稲
藁
よ
り
も
固
い
麦
藁

の
方
が
適
し
て
い
た
。
大
友
氏
は
小
学
校
五
、
六
年
生
く
ら
い
ま
で
は
引
っ
張
っ
て
い

た
が
、
女
児
は
よ
ほ
ど
お
転
婆
な
子
で
な
い
と
こ
の
遊
び
に
は
参
加
な
か
っ
た
。
刈
っ

た
草
は
遊
ん
だ
あ
と
飼
っ
て
い
る
馬
に
あ
げ
た
。

遊
ん
だ
後
の
馬
は
母
屋
の
屋
根
に
あ
げ
る
か
、
馬
頭
観
音
の
と
こ
ろ
に
あ
げ
た
。
屋

根
の
上
に
あ
げ
た
も
の
は
、
風
な
ど
で
転
げ
落
ち
て
し
ま
っ
た
ら
堆
肥
箱
や
ゴ
ミ
箱
に

捨
て
て
、
馬
頭
観
音
に
あ
げ
た
も
の
は
そ
の
ま
ま
風
化
す
る
ま
で
置
い
た
。
馬
頭
観
音

は
各
集
落
に
あ
り
、
大
友
氏
の
住
む
渡
辺
の
洞
岸
の
集
落
に
も
あ
る
。

七
夕
に
特
別
に
食
べ
る
物
は
な
か
っ
た
が
、
旬
の
野
菜
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
は
食
べ
た
。

現
在
は
、
馬
の
材
料
に
な
る
麦
が
な
い
。
戦
争
前
に
馬
は
ど
こ
で
も
作
っ
て
い
た
が
、

麦
を
つ
く
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
や
め
て
し
ま
っ
た
。
大
友
氏
が
考
え
る
良
い
馬
は
、
形

が
良
く
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
足
の
太
さ
が
均
等
で
、
が
っ
ち
り
と
ふ
ん
ば
る

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
背
筋
が
す
っ
き
り
と
伸
び
て
い
る
も
の
、
均
整
が
と
れ
て
い
る

馬
が
良
い
馬
で
あ
る
と
い
う
。

②

千
葉
県
茂
原
市
の
七
夕
馬

千
葉
県
で
は
濃
密
に
七
夕
馬
習
俗
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
榎
美
香
は
、
七
夕
馬
の
形

態
の
地
域
差
を
指
摘
し
、
そ
の
形
態
を
、
①
東
葛
型
、
②
印
旛
沼
・
手
賀
沼
型
、
③
香

取
型
、
④
海
匝
型
、
⑤
九
十
九
里
型
、
⑥
内
房
型
、
⑦
安
房
型
に
分
類
し
て

(

�)

〈
表
1
〉

を
作
成
し
て
い
る
。
千
葉
県
内
の
七
夕
馬
の
形
態
差
は
、
馬
の
足
形
や
頭
部
な
ど
に
顕

著
に
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一
定
の
領
域
に
同
形
の
も
の
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。

千
葉
県
内
で
、
も
っ
と
も
装
飾
性
の
高
い
七
夕
馬
を
生
産
し
て
い
た
の
が
、
茂
原
市

の
大
芝
地
区
で
あ
る
。『

大
芝
の
今
昔』

を
著
し
た
星
野
正
は
、
七
夕
馬
の
誕
生
に
つ

い
て
、
①
三
山
講
の
人
々
が
三
山
に
参
詣
し
た
折
り
、
馬
の
民
芸
品
を
購
入
し
た
。
ま

た
、
馬
喰
が
福
島
方
面
に
馬
を
買
い
に
行
っ
た
折
、
馬
の
民
芸
品
を
購
入
し
た
。｢

朝

の
で
が
け｣

は
馬
喰
が
東
北
で
覚
え
て
き
た
も
の
、
②
善
光
寺
参
り
、
佐
渡
の
日
蓮
上

人
の
遺
跡
巡
り
の
信
仰
に
よ
る
旅
の
途
中
、
長
野
、
新
潟
方
面
の
マ
コ
モ
馬
を
見
て
こ

れ
を
真
似
た
、
③
越
後
の
毒
消
し
売
り
が
越
後
の
七
夕
馬
を
村
人
に
教
え
た
、
④
た
ま

た
ま
大
芝
を
通
り
か
か
っ
た
旅
僧
が
村
人
の
貧
し
い
生
活
を
見
て
、
お
盆
前
に
少
し
で

も
現
金
収
入
を
計
る
た
め
マ
コ
モ
の
馬
の
作
り
方
を
村
人
に
教
え
た
、
と
い
う
由
来
を

考
察
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
内
に
は
三
山
講
に
加
入
し
て
い

る
集
落
が
多
い
が
、

そ
の
集
落
の
す
べ

て
が
七
夕
馬
を
作
っ

て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
明
確

な
説
明
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
人
々

が
七
夕
馬
を
買
い

求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
解

決
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、

星
野
が
次
の
よ
う

に
指
摘
し
た
大
芝

に
七
夕
馬
の
製
作

― 18―
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表 1 七夕馬形式分類と分布表

型 式 行 事 (意味) 形 態 分 布 域

東 葛 型
高所に向かい合わせて

飾る (先祖迎え)
足 細 形

東葛飾郡・東京都東部・埼

玉県東部・群馬県南西部

印 旛 沼
・

手 賀 沼 型
水辺に流す (先祖迎え) 足 細 形 印旛沼・手賀沼周辺

香 取 型
子供が草刈りに引いて

行く (意味不明)
足 太 形 香取郡周辺・茨城県南部

海 匝 型
子供が草刈りに引いて

行く (意味不明)
巻き付け形 海上郡・匝瑳郡周辺

九十九里型
子供が草刈りに引いて

行く (意味不明)

たてがみ組

みあげ形
九十九里～長生・夷隅郡

内 房 型
・

そ の 他

子供が草刈りに引いて

行く (意味不明)

頭部 4分形
・

そ の 他
内房地域・その他

安 房 型
窓辺に向かい合わせて

飾る (先祖迎え)
チ ガ ヤ 型 安房郡

榎美香 ｢千葉県の七夕馬｣ (『千葉県の七夕馬 草で作ったウマとウシⅢ・Ⅳ』 33頁から
引用)



技
術
が
根
付
い
た
理
由
に
は
妥
当
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(

�)

。

土
地
が
痩
せ
て
い
て
水
田
が
少
な
く
畑
が
主
で
沼
や
原
野
が
多
く
村
人
の
生
活

は
苦
し
か
っ
た
。
生
き
る
為
に
た
え
ず
副
業
を
考
え
現
金
収
入
を
計
る
よ
う
努
力

し
た
。(
中
略)

大
芝
で
七
夕
馬
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
掘
り

下
げ
て
み
る
と
、
第
一
材
料
は
た
だ
、
第
二
労
銀
が
安
い
、
第
三
値
段
が
安
い
、

第
四
制
作
技
術
の
共
同
開
発
、
第
五
制
作
技
術
の
秘
密
保
持
で
あ
る
。

(

一)

昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
七
夕
馬
作
り
と
販
売

現
在
は
、
製
作
者
も
ご
く
わ
ず
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
技
術
の
保
持
者
で
あ
る

�
藤
孝
雄
氏

(

昭
和
十
六
年
生
ま
れ)
か
ら
大
芝
の
七
夕
馬
に
つ
い
て
の
聞
き
書
き
を

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

�
藤
家
は
元
禄
く
ら
い
か
ら
大
芝
に
あ
り
、
古
く
は
庄
屋
だ
っ
た
。
現
在
は
祖
先
が

同
じ
�
藤
姓
の
家
は
大
芝
に
三
軒
あ
る
。
氏
神
は
玉
前
神
社
で
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
先
の
真
福
寺

(

真
言
宗
豊
山
派)

の
檀
家
で
あ
る
。
真
福
寺
は
無
住
の
寺
な
の
で
、

お
盆
の
時
は
、
長
南
町
に
あ
る
本
寺
か
ら
棚
経
を
あ
げ
に
き
て
く
れ
る
。

�
藤
氏
は
七
夕
馬
の
意
味
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
は
七
夕
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
お
盆
と
結
び
つ
い
た
も
の

で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。
父
親
が
早
く
亡
く
な
っ
た
の
で
、
馬
の
作
り
手
は
専

ら
母
親
で
、
姉
が
飾
り
の
部
分
や
頭
縛
り

(

た
て
が
み
の
部
分
を
作
る)

を
担
当
し
て

い
た
。
他
の
集
落
に
は
馬
の
製
作
技
術
は
門
外
不
出
と
さ
れ
、
嫁
に
行
く
人
に
は
教
え

ず
、
逆
に
嫁
に
来
た
人
に
は
教
え
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

�
藤
氏
は
小
学
校
三
年
く
ら
い
か
ら
、
馬
と
対
に
な
る
簡
単
な
牛
を
作
り
始
め
た
。
大

芝
の
七
夕
馬
の
特
徴
と
し
て
、
馬
と
牛
を
セ
ッ
ト
で
作
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
が

著
し
く
異
な
り
、
装
飾
に
差
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
牛
が
ど
う
し
て
小
さ
い
の
か
と
い

う
由
来
は
わ
か
ら
な
い
が
、
昔
か
ら
大
き
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
�
藤
氏
は
、
牛
の
動
き

は
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
人
間
の
歩
調
に
合
っ
て
い
る
し
、
育
て
る
の
も
楽
な
の
で
、

大
芝
で
は
だ
ん
だ
ん
牛
を
飼
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
も
と
も
と
は
人
と
馬
と
の
関
係
の

方
が
牛
よ
り
も
近
か
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
い
う
。
�
藤
家
で
は
飼
っ
た
こ

と
が
な
い
が
、
大
芝
地
区
で
は
牛
小
屋
を
建
て
て
牛
を
飼
っ
て
田
畑
を
耕
し
て
い
た
。

屋
号
が
ク
ラ
ヤ
と
い
う
家
で
は
、
牛
の
鞍
を
専
門
に
作
っ
て
い
た
。

七
夕
馬
作
り
は
副
業
で
、
大
き
な
現
金
収
入
だ
っ
た
の
で
、
食
べ
て
い
く
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
七
夕
馬
は
際
物
な
の
で
、
十
日
く
ら
い
で
集

中
し
て
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
間
は
一
日
中
馬
作
り
に
精
を
出
し
、
畑
の
草

む
し
り
も
せ
ず
、
夜
は
蚊
帳
を
吊
っ
て
そ
の
中
で
作
っ
た
。
家
族
総
出
で
取
り
組
ん
だ

の
で
、
一
番
の
活
動
時
期
に
あ
た
る
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
は
夏
休
み
中
で

あ
っ
た
が
、
�
藤
氏
も
午
前
中
に
牛
を
二
十
匹
作
っ
た
後
、
昼
寝
を
し
た
り
夏
休
み
帳

の
宿
題
を
し
た
り
し
た
後
、
ま
た
牛
を
作
る
と
い
う
よ
う
に
休
み
を
返
上
し
て
必
死
に

取
り
組
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。

大
芝
地
区
が
商
品
と
し
て
七
夕
馬
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
江
戸

時
代
、
大
芝
が
米
も
麦
も
と
れ
な
い
湿
地
帯
で
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
た
め
、

出
羽
三
山
の
行
者
が
身
近
に
あ
る
マ
コ
モ
を
使
っ
た
馬
の
作
り
方
を
教
え
た
の
だ
と
聞

い
て
い
る
が
、
�
藤
氏
自
身
は
、
よ
そ
で
は
材
料
が
揃
わ
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
と
い
う

(

�)

。

七
夕
馬
の
製
作
に
は
、
マ
コ
モ
、
ガ
マ

(

ヒ
メ
ガ
マ)

、
小
麦
藁
、
ス
ゲ
、
シ
ュ
ロ
、

ア
オ
ギ
リ
、
竹

(

真
竹)

の
七
種
の
植
物
が
材
料
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
マ
コ
モ
は
馬

の
全
身
に
用
い
、
ガ
マ
は
胴
や
足
の
部
分
の
マ
コ
モ
を
し
ば
る
。
小
麦
藁
は
、
束
に
ま

と
め
て
茶
筒
の
よ
う
な
円
筒
形
に
整
え
た
胴
中

(

ど
う
な
か)

と
呼
ば
れ
る
馬
の
胴
の

形
の
基
礎
に
し
た
り
、
両
足
の
基
礎
に
し
た
り
す
る
。
赤
い
ス
ゲ
は
馬
の
胴
体
に
巻
き

付
け
て
飾
り
に
す
る
。
緑
色
の
シ
ュ
ロ
は
首
と
顔
の
二
ヶ
所
を
縛
る
。
ア
オ
ギ
リ
は
水

に
つ
け
て
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
か
し
、
繊
維
だ
け
を
取
り
出
し
て
赤
色
に
染
め
た
も
の
で
た

て
が
み
を
飾
る
。
大
芝
の
七
夕
馬
を
最
も
特
徴
づ
け
る
も
の
が
竹
の
飾
り
で
あ
る
。
真

竹
を
細
か
く
ほ
ぐ
し
、
赤
、
牡
丹
、
紫
、
緑
、
黄
色
な
ど
に
染
め
て
、
馬
の
首
の
両
側

｢七夕馬｣ の技術伝承
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と
尻
尾
に
挿
す
と
、
ど
こ
よ
り
も
華
や
か
な
七
夕
馬
が
出
来
上
が
る
。

材
料
は
、
ほ
と
ん
ど
大
芝
で
調
達
で
き
た
。
た
と
え
ば
、
マ
コ
モ
は
�
藤
家
の
前
の

道
路
か
ら
東
側
に
あ
る
沼
地
に
ほ
ど
よ
い
太
さ
の
も
の
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
た
。
マ

コ
モ
は
干
す
と
半
分
の
量
に
な
る
の
で
、
分
量
は
そ
れ
を
計
算
に
入
れ
て
刈
り
、
虫
が

付
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
捨
て
る
。
た
だ
、
ス
ゲ
だ
け
は
地
元
で
は
手
に
入
ら
な
か
っ

た
。
ス
ゲ
は
三
ケ
谷
と
い
う
集
落
に
取
り
に
い
っ
た
。
大
芝
で
実
際
に
馬
を
作
っ
て
い

た
の
は
二
十
軒
ほ
ど
の
家
だ
が
、
ス
ゲ
は
こ
れ
ら
の
家
の
人
全
員
で
取
り
に
行
く
共
同

作
業
と
な
っ
た
。
三
ケ
谷
は
、
民
謡

｢

朝
の
で
が
け｣

に
も
歌
わ
れ
る
ス
ゲ
笠
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
、
ス
ゲ
を
栽
培
し
て
い
た
。
三
ケ
谷
で
は
白
い
ス
ゲ
、
大
芝
は
赤
い
ス

ゲ
と
い
う
よ
う
に
、
利
用
す
る
部
分
が
違
う
の
で
分
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
七

月
二
十
日
こ
ろ
、
大
芝
集
落
か
ら
三
ケ
谷
ま
で
三
キ
ロ
ほ
ど
の
道
の
り
を
歩
い
て
、
ス

ゲ
を
抜
き
に
行
っ
た
。
こ
れ
を
ス
ゲ
ヌ
キ
と
い
う
が
、
刈
る
の
で
は
な
く
抜
い
た
方
が

ス
ゲ
は
使
い
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
�
藤
氏
は
今
も
抜
い
て
使
っ
て
い
る
が
、
面
倒
な

人
は
刈
っ
て
使
う
こ
と
も
あ
る
。
抜
い
た
ス
ゲ
は
、
大
人
一
束
、
子
ど
も
は
半
束
と
い

う
よ
う
に
、
家
々
に
分
け
て
持
っ
て
く
る
。
大
芝
か
ら
は
ス
ゲ
を
貰
い
に
行
く
が
、
三

ケ
谷
か
ら
大
芝
に
何
か
を
貰
い
に
く
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
ス
ゲ
笠

は
作
っ
て
い
な
い
た
め
、
三
ケ
谷
で
ス
ゲ
の
あ
っ
た
場
所
は
池
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

�
藤
氏
も
母
親
に
付
い
て
、
ス
ゲ
ヌ
キ
に
行
っ
た
が
、
材
料
集
め
は
ス
ゲ
ヌ
キ
が
最
初

で
、
そ
れ
か
ら
マ
コ
モ
刈
り
、
ガ
マ
刈
り
を
行
っ
た
。
刈
り
取
っ
た
材
料
は
、
マ
コ
モ

は
一
日
半
、
ガ
マ
、
ス
ゲ
は
二
日
半
か
ら
三
日
天
日
で
干
す
。
マ
コ
モ
は
土
の
上
で
乾

か
す
と
干
し
上
が
り
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
地
面
に
梯
子
を
敷
い
て
風
通
し
を
良
く

し
て
乾
か
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
マ
コ
モ
は
干
し
て
も
青
い
色
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
あ
る
。
か
つ
て
曇
り
が
続
い
た
時
、
母
親
が
竈
の
火
の
脇
で
マ
コ
モ
を
干
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
真
っ
赤
に
変
色
し
て
使
え
な
か
っ
た
。
七
月
二
十
日
ま
で
に
す

べ
て
の
材
料
を
揃
え
て
干
し
あ
げ
て
馬
を
作
れ
ば
、
二
十
四
日
に
開
か
れ
る
茂
原
の
六

斎
市
に
出
荷
で
き
た
。

市
で
は
馬
と
牛
を
セ
ッ
ト
に
し
て
二
十
円
か
ら
二
十
五
円
く
ら
い
で
売
っ
て
い
た
。

茂
原
の
六
斎
市
で
店
番
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
か
つ
て
は
本
町
で
も
市
を
開
催
し
て
い

た
。
母
親
に
頼
ま
れ
る
と
、
本
町
の
一
画
に
あ
る
親
戚
の
金
物
屋
の
軒
先
を
二
〇
〇
円

ほ
ど
で
借
り
、
馬
を
販
売
し
た
。
店
先
の
台
や
土
間
を
借
り
て
、
十
匹
ほ
ど
馬
を
並
べ

る
。
毎
年
買
い
に
来
る
人
は
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
た
。
大
原
で
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
茂
原
で
は
四
と
九
の
つ
く
日
に
市
が
立
つ
の
で
、
七

月
二
十
九
日
と
八
月
四
日
が
七
夕
馬
を
売
る
勝
負
の
日
だ
っ
た
。

作
っ
た
馬
は
、
�
藤
家
で
は
茂
原
の
六
斎
市
で
売
る
他
は
、
仲
買
人
に
売
っ
て
、
自

分
た
ち
で
は
売
り
に
は
歩
か
な
か
っ
た
。
仲
買
人
は
大
原
や
近
郊
の
人
が
多
く
、
リ
ヤ

カ
ー
や
自
転
車
を
引
い
て
山
手
の
方
や
海
岸
の
方
ま
で
売
っ
て
歩
い
た
よ
う
で
あ
る
。

｢

明
日
夕
方
ま
で
に
二
十
匹
作
っ
て
く
れ｣

と
い
っ
た
仲
買
人
か
ら
の
要
望
を
聞
き
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
馬
を
作
っ
た
。
大
芝
で
は
自
分
た
ち
で
売
り
に
行
っ
た
家
は
、
地
区
の

中
の
五
、
六
軒
で
、
昭
和
三
十
年
代
前
半
く
ら
い
ま
で
は
売
り
に
歩
い
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

大
芝
の
馬
は
、
大
多
喜
、
国
吉

(

刈
谷)

、
大
原
、
長
者
、
太
東

(

椎
木)

、
一
宮
、

本
納
の
市
で
も
売
ら
れ
た
。
夷
隅
郡
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
二
十
キ
ロ
ほ
ど

あ
る
大
原
、
一
番
遠
い
大
多
喜
に
も
自
転
車
で
行
っ
た
が
、
砂
利
道
で
坂
も
あ
っ
て
大

変
だ
っ
た
と
思
う
と
い
う
。
勝
浦
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
材
料
は
各
市
に
間
に
合
う
よ

う
に
そ
の
都
度
調
達
し
に
行
っ
た
。
市
の
時
は
、
大
芝
地
区
の
人
々
は
一
斉
に
売
り
に

行
っ
た
。
一
回
に
自
転
車
に
二
十
匹
、
多
い
人
で
四
十
匹
の
馬
を
積
ん
で
運
ん
で
い
っ

た
が
、
十
人
ま
と
ま
っ
て
行
っ
て
も
二
〇
〇
匹
し
か
運
べ
な
い
の
で
、
そ
の
く
ら
い
の

量
は
す
ぐ
に
売
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
激
し
い
競
争
は
な
か
っ
た
が
、
各
家
で
購
入

意
欲
を
そ
そ
る
よ
う
な
特
徴
を
出
す
こ
と
は
し
て
い
た
。
特
に
馬
に
付
け
る
竹
の
房
飾

り
の
色
は
各
家
で
少
し
ず
つ
変
え
た
り
し
て
い
た
。
夷
隅
で
は
馬
が
足
ら
な
く
な
り
、

そ
の
辺
り
に
生
え
て
い
る
マ
コ
モ
を
刈
っ
て
き
て
に
わ
か
に
作
っ
て
売
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
の
く
ら
い
良
く
売
れ
た
。
こ
う
し
た
馬
を
買
う
の
は
、
だ
い
た
い
近
郊
の
農
家
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の
人
で
あ
っ
た
。
六
日
が
七
夕
馬
を
売
る
最
後
の
市
に
な
る
の
で
、
そ
の
後
、
残
っ
た

馬
は
川
に
流
し
て
し
ま
っ
た
。

市
で
は
野
菜
の
他
に
三
ケ
谷
の
ス
ゲ
笠
や
夷
隅
の
梯
子
、
長
南
の
ゴ
ザ
、
大
原
の
魚

貝
な
ど
各
地
の
特
産
物
が
売
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
市
の
存
在
が
各
地
の
特
産

物
を
活
性
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る

馬
を
買
っ
た
近
郊
の
農
家
の
家
で
は
、
七
日
に
飾
っ
て
馬
に
ご
馳
走
を
あ
げ
、
終
わ

る
と
稲
荷
様
や
荒
神
様
に
あ
げ
た
と
い
う
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
馬
を
引
い
て
草
を

刈
り
に
行
っ
た
と
い
う
伝
承
も
聞
か
れ
る
。

�
藤
氏
の
義
兄
に
あ
た
る
佐
藤
信
夫
氏

(

昭
和
七
年
生
ま
れ)

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

茂
原
の
山
の
手
に
住
ん
で
い
た
。
七
日
前
に
は
七
夕
馬
の
販
売
人
が
来
る
の
で
、
毎
年

一
匹
母
親
に
買
っ
て
も
ら
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
竹
の
房
飾
り
が
き
れ
い
で
魅
力
が

あ
る
玩
具
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
�
藤
氏
に
聞
く
ま
で
は
そ
れ
が
竹
で
出
来
て
い
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
中
に
は
子
ど
も
が
馬
に
乗
れ
る
く
ら
い
大
き
な
馬
を
注
文

す
る
家
も
あ
っ
て
、
そ
の
馬
に
は
胴
中
や
足
に
竹
の
芯
を
入
れ
て
麦
藁
を
補
強
し
た
。

七
日
が
過
ぎ
る
と
、
馬
は
玄
関
の
庇
に
乗
せ
た
。

佐
藤
氏
が
昭
和
五
十
七
年
に
山
武
地
方
の
小
学
校
を
訪
問
し
た
時
、
教
材
に
使
わ
れ

た
歌
の
歌
詞
に

｢

カ
ヤ
カ
ヤ
カ
ア
ヤ

カ
ヤ
ッ
ケ
ド
コ
ダ

モ
バ
ラ
ノ
シ
ュ
ク
ダ

ア

サ
ネ
ボ
ヤ
ロ
ド
ン

ハ
ヤ
ク
ニ
オ
キ
ロ

ア
サ
ネ
ボ
ナ
ゴ
ド
ン

ハ
ヤ
ク
ニ
オ
キ
ロ

キ
ヤ
ガ
レ
ヤ｣

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た

(

�)

。
こ
れ
は
当
地
の
子
ど
も
た
ち
が
七
夕
馬
を
車

に
乗
せ
て
草
刈
り
を
す
る
時
に
歌
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
ヤ
ロ
は
男
児
、
ナ
ゴ
は
女
児

を
指
し
て
い
る
。｢

カ
ヤ
カ
ヤ
馬｣

は
山
武
地
方
の
七
夕
馬
の
呼
称
で
、｢

茂
原
の
宿｣

は
大
芝
の
こ
と
で
あ
る
。
山
武
地
方
で
も
大
芝
が
七
夕
馬
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
と
い
う

(

�)

。

�
藤
氏
の
妻
の
歌
子
氏

(

昭
和
十
四
年
生
ま
れ)

は
長
生
郡
の
長
柄
の
出
身
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
七
夕
に
は
馬
の
頭
が
つ
い
た
木
の
台
車
を
引
っ
張
っ
て
、
早
朝
に
草
刈
り

に
行
っ
た
と
い
う
。
台
車
そ
の
も
の
が
馬
に
見
立
て
て
あ
る
よ
う
な
も
の
で
、
車
に
の

せ
た
草
は
後
で
牛
に
食
べ
さ
せ
た
と
い
う
。

�
藤
氏
は
馬
を
引
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
生
産
者
側
は
そ
ん
な
時
間
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
玄
関
前
に
馬
を
飾
る
た
め
の
敷
き
草
を
揃
え
る
た

め
に
早
朝
草
刈
り
に
行
っ
た
。
敷
く
草
は
青
い
も
の
な
ら
な
ん
で
も
良
い
。
ズ
ボ
ン
が

び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
る
く
ら
い
の
朝
露
が
あ
っ
て
、
朝
露
を
含
ん
だ
草
は
柔
ら
か
か
っ

た
。
刈
り
取
っ
た
草
の
上
に
馬
と
牛
を
の
せ
、
五
穀
豊
穣
と
牛
馬
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

か
ら
、
自
分
の
家
で
取
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
野
菜
の
初
物
を
あ

げ
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
も
七
夕
か
ら
初
物
を
食
べ
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
こ

の
日
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
種
子
を
蒔
い
て
い
た
。
こ
の
他
に
バ
ラ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
供

え
た
。
七
夕
の
前
日
に
こ
し
餡
を
つ
く
り
、
当
日
の
朝
、
小
麦
粉
に
重
曹
を
入
れ
た
生

地
を
ま
る
め
、
こ
の
中
に
餡
を
入
れ
、
皿
代
わ
り
の
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
葉
の
上
に
の

せ
て
蒸
し
た
も
の
で
あ
る
。
昔
は
家
族
が
多
い
の
で
、
三
十
個
く
ら
い
作
っ
て
も
一
日

で
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。
バ
ラ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
は
お
盆
に
は
作
ら
ず
、
七
日
盆
に
作

る
も
の
だ
っ
た
。
お
赤
飯
を
馬
に
あ
げ
る
家
も
あ
っ
た
。
馬
は
七
夕
が
終
わ
れ
ば
、
荒

神
様
か
稲
荷
様
に
あ
げ
、
朽
ち
る
ま
で
の
せ
て
お
い
た
。

七
夕
の
竹
飾
り
は
、
や
る
家
も
あ
れ
ば
や
ら
な
い
家
も
あ
り
、
行
事
の
あ
と
に
田
ん

ぼ
に
刺
す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
七
夕
は
お
盆
の
始
ま
り
と
考
え
て
い
て
、
新
盆

の
家
は
こ
の
日
に
棚
釣
り
や
盆
ゴ
ザ
作
り
を
行
っ
た
。
棚
は
竹
四
本
を
井
桁
に
組
み
、

荒
縄
で
網
を
編
ん
で
い
く
。
新
盆
に
は
三
夜
講

(

二
十
三
夜
講)

の
講
中
や
隣
組
を
呼

ん
で
棚
釣
り
を
し
た
。
大
芝
で
は
講
が
二
組
に
別
れ
て
い
て
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
を
呼
ん

だ
。
講
員
は
、
葬
式
の
穴
掘
り
、
湯
灌
な
ど
の
手
伝
い
も
行
っ
て
い
た
。
現
在
は
十
六

軒
が
講
員
と
な
っ
て
い
る
。
新
盆
で
は
な
い
家
で
は
、
盆
の
始
ま
り
は
十
三
日
で
、
送

り
盆
は
十
五
か
十
六
日
、
一
般
的
に
は
十
六
日
が
多
い
。
お
盆
の
時
に
は
、
ナ
ス
や
キ
ュ

ウ
リ
の
牛
馬
は
作
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

｢七夕馬｣ の技術伝承
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(

二)

現
在
の
七
夕
馬
作
り

�
藤
氏
自
身
が
馬
を
作
り
始
め
た
の
は
、
四
十
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
今
か

ら
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
で
あ
る
。
昔
は
、
親
の
仕
事
の
邪
魔
に
な
る
こ
と
と
材
料
を
無

駄
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
母
親
の
真
似
を
し
て
馬
を
作
ろ
う
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
子
ど
も
の
頃
に
は
牛
し
か
作
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
母
親
の
馬
を
作
る
過
程

を
見
て
い
た
の
で
、
順
番
は
漠
然
と
覚
え
て
い
た
。
本
格
的
に
馬
を
作
っ
て
み
た
い
と

思
い
立
ち
、
そ
れ
ら
を
手
帖
に
書
き
出
し
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
こ
ろ
は
隣
の
�
藤
弥

一
氏

(

大
正
十
三
年
生
ま
れ)
に
指
図
し
て
も
ら
っ
て
現
在
の
形
に
な
っ
た
。
馬
の
形

は
似
て
い
る
よ
う
で
、
前
足
が
長
か
っ
た
り
胴
中
が
長
か
っ
た
り
と
、
家
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
。
�
藤
氏
は
隣
の
弥
一
氏
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
で
、
ほ
ぼ
同
じ
馬
の

形
で
あ
る
。
実
際
に
作
っ
て
み
る
と
、
子
ど
も
が
作
っ
た
の
で
は
売
り
物
に
な
る
よ
う

な
も
の
は
と
て
も
で
き
な
い
と
思
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

現
在
も
材
料
は
七
種
類
の
植
物
を
用
い
て
い
る
。
マ
コ
モ
は
、
車
で
茂
原
街
道
を
南

へ
二
十
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
の
笠
森
観
音
の
裏
側
の
方
に
あ
る
休
耕
田
で
調
達
し

て
い
る
。
ス
ゲ
は
そ
の
途
中
の
長
南
町
で
質
の
良
い
も
の
が
あ
る
。
隣
家
の
娘
さ
ん
が

お
嫁
に
い
っ
た
家
の
休
耕
田
で
抜
い
て
く
る
。
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
の
体
験
学
習
の

た
め
に
刈
っ
て
き
た
マ
コ
モ
は
、
乾
か
す
と
半
分
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
四
、
五
回

通
っ
て
確
保
し
た
。
朝
天
気
が
良
い
日
に
取
り
に
行
く
が
、
仕
事
の
合
間
に
行
く
の
で

一
週
間
に
一
、
二
度
行
く
こ
と
に
な
る
。
マ
コ
モ
は
一
気
に
干
さ
な
い
と
き
れ
い
な
青

に
仕
上
が
ら
な
い
。
刈
っ
て
き
た
も
の
は
汚
い
も
の
を
ふ
る
い
に
か
け
、
夕
方
ま
で
に

ジ
リ
ジ
リ
と
葉
が
よ
れ
る
く
ら
い
に
な
る
ま
で
干
す
。
も
う
一
日
乾
か
し
て
仕
あ
げ
に

な
る
。
干
す
場
所
は
区
画
整
理
で
舗
装
し
た
道
路
の
上
で
あ
る
。
こ
こ
は
家
の
畑
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
て
、
車
の
通
り
が
少
な
い
の
で
道
路
を
半
分
塞
い
で
干
し
て
い
る
。
舗
装

の
上
は
乾
く
の
が
早
い
の
で
、
道
路
の
上
に
そ
の
ま
ま
干
す
。
マ
コ
モ
は
と
に
か
く
青

い
も
の
が
良
く
、
色
が

｢

ふ
け
た｣

ら
価
値
が
下
が
る
。
ま
た
、
干
し
草
の
良
い
香
り

が
馬
の
価
値
を
あ
げ
る
の
だ
と
い
う
。

ガ
マ
は
適
当
な
と
こ
ろ
に
生
え
て
い
る
の
で
刈
っ
て
く
る
。
ガ
マ
は
四
種
類
あ
る
が
、

干
す
と
ち
ょ
う
ど
使
い
や
す
い
幅
に
な
る
ヒ
メ
ガ
マ
を
使
う
。
シ
ュ
ロ
は
家
に
植
え
て

い
る
も
の
を
使
う
。
竹
は
屋
敷
の
一
番
は
ず
れ
に
あ
る
。
ア
オ
ギ
リ
は
昨
年
ま
で
は
隣

の
家
に
貰
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
違
う
と
こ
ろ
か
ら
貰
っ
た
。
植
え
れ
ば
早
く
大
き
く

な
る
ア
オ
ギ
リ
は
、
親
指
く
ら
い
の
太
さ
に
な
っ
た
二
年
も
の
の
ア
オ
ギ
リ
が
良
く
、

皮
を
む
い
て
水
に
二
週
間
く
ら
い
つ
け
て
お
く
と
、
腐
っ
て
繊
維
が
残
る
。
こ
の
時
ひ

ど
い
悪
臭
が
す
る
そ
う
で
あ
る
。
小
麦
は
七
夕
馬
の
た
め
に
必
要
な
分
だ
け
蒔
い
て
、

一
抱
え
分
の
小
麦
藁
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
十
五
匹
分
く
ら
い
の
七
夕
馬
の
胴
中
と
、

前
足
、
後
ろ
足
の
芯
の
分
に
な
る
。
以
前
は
小
麦
を
休
耕
田
で
作
っ
て
い
た
の
で
貰
っ

た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
る
た
め
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
使
え
な
い
。

七
夕
馬
を
作
る
時
に
は
、
胴
中
を
押
し
込
む
時
に
叩
く
木
槌
の
タ
タ
キ
や
、
竹
を
ヘ

ラ
状
に
し
て
先
を
と
が
ら
せ
て
竹
の
房
飾
り
を
首
や
尻
尾
に
押
し
込
む
た
め
の
ツ
バ
ク

シ
な
ど
の
道
具
を
自
分
で
作
る
。
こ
れ
ら
は
売
り
物
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後

も
自
分
で
作
る
し
か
な
い
と
い
う
。

こ
の
他
に
竹
の
房
を
作
る
た
め
の
道
具
で
、
板
に
釘
を
刺
し
た
も
の
を
作
る
。
竹
は

葉
の
出
方
の
感
じ
か
ら
良
い
頃
合
い
を
み
て
、
青
い
皮
を
切
り
出
し

(

刃
物)

で
剥
ぐ
。

こ
れ
を
槌
で
叩
い
て
ほ
ぐ
し
、
板
に
釘
を
刺
し
た
道
具
で
粗
挽
き
す
る
。
白
い
房
が
で

き
た
ら
さ
ら
に
櫛
で
と
い
て
細
く
し
、
一
晩
水
に
さ
ら
し
て
翌
日
か
ら
一
週
間
ほ
ど
干

す
。
櫛
は
十
年
ほ
ど
前
に
買
っ
た
柘
植
の
梳
き
櫛
で
、
今
も
使
っ
て
い
る
が
歯
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
物
の
櫛
で
は
一
回
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

出
来
上
が
っ
た
房
を
染
め
る
時
は
、
最
初
黄
色
で
染
め
た
後
、
赤
色
の
染
め
粉
を
足
し

て
別
の
色
を
作
っ
て
染
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
染
め
る
順
番
を
考
え
な
が
ら
作
業
を
す

る
。
染
め
た
く
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
を
糸
で
縛
っ
て
お
く
。

麦
藁
は
一
本
の
長
い
束
に
し
て
結
び
、
胴
中
の
長
さ
に
切
っ
て
い
く
。
結
び
目
を
一

匹
ず
つ
の
間
隔
で
し
ば
り
、
結
び
目
と
結
び
目
を
包
丁
か
押
し
切
り
で
切
る
。
専
業
的
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に
作
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
大
量
生
産
す
る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
知
恵
が
生
ま
れ
た
の

だ
と
い
う
。

�
藤
氏
が

｢

う
ま
く
い
っ
た｣

｢

良
い
馬
が
で
き
た｣

と
い
う
基
準
は
、
頭
の
部
分
が

下
を
向
い
て
、
足
が
左
右
均
等
で
、
躰
が
前
の
め
り
に
な
っ
て
い
な
い
な
ど
で
あ
る
が
、

特
に
重
視
し
て
い
る
の
は
頭
の
形
だ
と
い
う
。
作
る
人
に
よ
っ
て
良
い
馬
の
基
準
は
異

な
る
の
で

｢

こ
れ
だ｣
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
中
で
は
決
ま
っ
て

い
る
。
他
の
人
の
馬
は
後
ろ
足
が
後
方
に
向
い
て
い
た
り
、
足
が
長
か
っ
た
り
、
よ
じ

り
方
が
違
っ
て
い
た
り
、
頭
の
形
が
大
雑
把
だ
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
で
、
従
っ
て
馬
を

見
れ
ば
誰
が
作
っ
た
の
か
が
わ
か
る
の
だ
と
い
う
。

(

三)

七
夕
馬
作
り
の
継
承
に
関
す
る
問
題
点

現
在
、
大
芝
で
七
夕
馬
作
り
の
技
術
保
持
者
は
三
軒
で
四
人
し
か
い
な
い
。
大
正
十

年
生
ま
れ
前
後
の
世
代

(

八
十
代)

、
次
は
七
十
代
、
そ
し
て
�
藤
氏
の
世
代
で
、
後

に
は
続
い
て
い
な
い
。

七
夕
の
時
に
、
玄
関
前
に
馬
を
飾
る
こ
と
を
続
け
て
い
る
家
は
ほ
と
ん
ど
な
い
な
か

で
、
�
藤
氏
は
平
成
十
八
年
も
八
月
七
日
の
朝
六
時
に
草
刈
り
に
行
き
、
馬
と
牛
を
飾
っ

て
、
バ
ラ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
、
お
赤
飯
、
野
菜
な
ど
を
供
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
芝
の
七
夕
馬
作
り
の
技
術
継
承
は
難
し
い
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
。

�
藤
氏
は
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
あ
げ
る
。
ま
ず
若
い
世
代
に
技
術
を
継
承
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
地
域
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
作
り
方
を
教
え
て
欲
し
い
と
い
う
人
が
い
れ

ば
、
積
極
的
に
教
え
た
い
が
、
そ
う
い
う
人
は
な
か
な
か
現
れ
な
い
。
二
、
三
年
前
ま

で
学
校
の
総
合
学
習
で
七
夕
馬
の
作
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
て
子
ど
も
た

ち
に
教
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
材
料
を
揃
え
ら
れ
る
時
期
で
な
い
と
作
れ
な
い
こ
と

が
小
学
校
で
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
商
品
と
し
て
の
需
要
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
マ
コ
モ
は
刈
っ
て
き
た
も
の
か

ら
馬
に
使
用
で
き
る
分
を
残
す
と
、
三
分
の
一
く
ら
い
の
量
に
な
っ
て
し
ま
う
。
遠
い

場
所
に
刈
り
に
行
く
の
も
大
変
で
、
そ
れ
だ
け
苦
労
し
て
も
昔
の
よ
う
に
買
う
人
は
い

な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
作
り
続
け
よ
う
と
思
う
人
が
次
々
に
現
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

材
料
を
購
入
し
て
用
意
す
る
と
し
た
ら
、
相
当
高
価
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
。

最
後
に
、
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
は
、
材
料
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
技
が

残
っ
て
い
て
も
、
材
料
が
な
け
れ
ば
形
に
な
ら
な
い
。
七
夕
馬
製
作
に
は
七
種
の
植
物

が
必
要
で
あ
る
。
竹
、
シ
ュ
ロ
、
ア
オ
ギ
リ
、
ガ
マ
は
比
較
的
手
に
入
り
や
す
い
が
、

マ
コ
モ
と
麦
藁
が
な
か
な
か
入
手
で
き
な
い
。
マ
コ
モ
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
湿

地
帯
に
流
れ
込
む
下
水
に
栄
養
が
あ
る
せ
い
な
の
か
、
マ
コ
モ
の
葉
や
芯
の
部
分
が
太

す
ぎ
て
使
え
な
い
。
小
麦
は
、
今
は
生
産
農
家
が
少
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
麦
畑
に
雀
が

む
ら
が
り
、
雀
の
重
さ
で
麦
が
倒
れ
て
し
ま
う
の
で
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ

で
も
、
�
藤
氏
は
マ
コ
モ
を
何
か
他
の
材
料
に
代
用
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
と

い
う
。
稲
藁
で
馬
を
作
っ
た
人
も
い
る
が
、
形
は
似
て
い
る
が
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
。

材
料
の
確
保
の
た
め
に
、
た
と
え
ば
、
北
海
道
か
ら
麦
を
取
り
寄
せ
た
り
、
潮
来
あ
た

り
か
ら
マ
コ
モ
を
取
り
よ
せ
た
り
と
い
っ
た
材
料
供
給
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も

の
を
行
政
が
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

�
藤
氏
は
、
平
成
十
八
年
七
月
二
十
九
日
に
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
で
開
催
さ
れ
た

七
夕
馬
の
体
験
学
習
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
夏
に
は
茂
原
の
美
術
館
で
も
別
の
人

が
七
夕
馬
作
り
を
教
え
て
い
た
が
、
博
物
館
や
美
術
館
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
の
は
、

技
術
を
継
承
し
た
い
と
い
う
人
が
出
て
き
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
か
ら

で
あ
る
。
技
術
は
一
度
身
に
つ
け
れ
ば
忘
れ
な
い
も
の
で
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
い
つ
で

も
で
き
る
。
年
に
五
、
六
回
、
二
年
ほ
ど
続
け
て
馬
を
作
れ
ば
覚
え
ら
れ
る
も
の
だ
と

い
う
。
今
後
も
、
材
料
と
自
分
の
体
が
も
て
ば
技
術
は
教
え
た
い
。
体
験
学
習
の
材
料

を
用
意
す
る
た
め
、
七
月
は
半
月
で
一
週
間
以
上
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
の
で
、
本

気
で
や
っ
て
く
れ
る
人
が
出
て
く
れ
ば
材
料
の
揃
え
方
も
教
え
た
い
。
逆
に
、
材
料
を

揃
え
て
く
れ
る
な
ら
教
え
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
七
夕
馬
の
技
術
は
自
分

｢七夕馬｣ の技術伝承
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の
代
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
�
藤

氏
は
、
昔
か
ら
の
伝
統
的
な
民
芸
品
だ
か
ら
残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
く
、
家
の

前
に
馬
を
飾
る
こ
と
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
。

三

七
夕
馬
の
商
品
化
と
民
俗
技
術

前
章
で
は
、
い
わ
き
市
と
茂
原
市
の
七
夕
馬
製
作
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
を

比
較
す
る
と
、
七
夕
馬
が
異
な
る
状
況
で
製
作
さ
れ
、
こ
の
状
況
に
よ
っ
て
馬
の
製
作

技
術
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

い
わ
き
市
の
七
夕
馬
は
各
家
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
茂
原
市
の
大
芝
地
区
で
も
、

お
そ
ら
く
あ
る
時
期
ま
で
は
同
様
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
大
芝
の
馬

は
六
斎
市
を
媒
介
と
し
て

｢

商
品
化｣

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
市
に
集
ま
る
人
々
の
範
囲

で
は
、
七
夕
馬
は
大
芝
の
特
産
物
と
し
て
認
知
さ
れ
、
年
中
行
事
の
飾
り
物
商
品
と
し

て
定
着
し
た
。
三
ケ
谷
の
ス
ゲ
笠
、
長
南
の
盆
ゴ
ザ
な
ど
と
同
様
に
、
人
々
は
大
芝
の

七
夕
馬
を
特
産
物
と
し
て
認
知
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
大
芝
で
は
七
夕
馬
を
商

品
と
し
て
製
作
す
る
意
識
を
持
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
製
作
過
程
で
独
自
の
技
術
を
生

み
出
し
た
の
で
あ
る
。

独
自
の
技
術
と
い
う
の
は
、
ま
ず
商
品
価
値
を
付
加
す
る
装
飾
性
で
あ
る
。
い
わ
き

市
で
は
麦
藁
だ
け
で
馬
を
作
る
が
、
茂
原
市
大
芝
地
区
で
は
七
種
類
の
植
物
を
材
料
と

し
て
使
っ
て
い
る
。
特
に
竹
の
房
飾
り
の
技
法
は
他
の
地
域
に
は
見
ら
れ
ず
、
鮮
や
か

な
色
彩
は
人
々
の
購
買
意
欲
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
七
夕
馬
は
際
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
気
に
作
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
短
期
間
で
大
量
生
産
が
可
能
な
技
術
が
あ
み
だ
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

馬
の
胴
中
は
、
小
麦
を
長
い
ま
ま
束
ね
、
胴
中
の
長
さ
ご
と
に
縛
っ
た
紐
を
目
安
に
切

り
落
と
し
て
、
一
定
の
長
さ
の
胴
中
を
一
度
に
い
く
つ
も
作
り
出
す
よ
う
に
し
た
。

さ
ら
に
、
七
夕
馬
を
製
作
す
る
た
め
に
、
タ
タ
キ
や
ツ
バ
ク
シ
、
竹
を
ほ
ぐ
す
釘
付

き
の
板
な
ど
、
専
用
の
道
具
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。
各
人
の
手
作
り
で
あ
り
、
そ
の
種

類
は
多
く
は
な
い
が
、
物
を
作
る
た
め
に
専
用
の
道
具
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

あ
る
意
味
で
は

｢

職
人
的｣

な
仕
事
で
あ
る
。

大
芝
地
区
の
七
夕
馬
の
あ
り
方
か
ら
は

｢

民
俗
技
術
の
工
房
化｣

と
い
う
こ
と
が
い

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
、
ど
の
家
で
も
作
っ
て
い
た
七
夕
馬
作
り
の
民

俗
が
、
商
品
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
技
術
が
特
化
さ
れ
、
家
の
工
房
化
が
進
ん

だ
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
一
方
で
は
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
七
夕
馬
作
り
の
衰
退
を

招
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

江
戸
の
年
中
行
事
は
近
世
か
ら
、
農
村
で
作
ら
れ
た
際
物
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
た

と
え
ば
し
め
飾
り
に
つ
い
て
、『

農
閑
の
副
業』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る

(

�)

。

東
京
東
郊
の
農
村
は
、
近
世
後
期
か
ら
東
京
の
都
市
部
の
需
要
を
満
た
す
た
め
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
生
産
し
て
き
た
。
し
め
飾
り
も
そ
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
が
、
生

活
必
需
品
と
は
異
な
り
、
江
戸

(

東
京)

の
儀
礼
文
化
を
支
え
る
特
異
な
生
産
品

で
あ
る
。
そ
の
他
の
生
産
物
と
は
異
な
り
、
し
め
飾
り
は
限
ら
れ
た
期
間
で
取
り

引
き
さ
れ
る
、｢

際
物｣

で
あ
り
、
そ
の
た
め
独
特
の
流
通
経
路
が
で
き
た
。
東

京
東
郊
農
村
で
し
め
飾
り
作
り
が
行
わ
れ
た
理
由
を
ま
と
め
る
と
、
水
田
稲
作
地

域
で
、
か
つ
低
湿
地
帯
で
あ
り
、
し
め
飾
り
作
り
の
材
料
の
取
得
に
適
し
て
い
た

こ
と
。
し
め
飾
り
の
製
作
期
間
が
比
較
的
農
閑
期
に
あ
た
り
、
農
家
の
作
業
暦
に

そ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
東
京
東
郊
農
村
は
、
他
の
東
京
近
郊
農

村
と
比
較
し
て
、
農
家
一
軒
あ
た
り
の
耕
作
面
積
が
少
な
く
、
小
作
農
家
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
よ
り
集
約
的
な
読
菜
栽
培
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
、
先
駆
的
な
疏
菜

の
栽
培
方
法
が
発
達
し
た
。
こ
の
地
域
に
多
く
の
副
業
が
発
達
し
た
こ
と
も
、
同

様
に
耕
地
面
積
か
ら
収
入
が
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
の
事
由
と
な
っ

て
い
る
。
な
か
で
も
し
め
飾
り
作
り
は
、
疏
菜
栽
培
を
多
く
行
わ
な
い
集
落
や
湿

田
の
多
い
集
落
で
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
通
常
の
耕
作
収
入
に
期
待
が
で

き
な
い
地
域
の
副
業
で
あ
っ
た
。
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同
様
の
こ
と
は
大
芝
地
区
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
七
夕
馬
が
、
従

来
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た
六
斎
市
に
乗
っ
て
商
品
と
し
て
の
価
値
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
と

い
う
推
移
で
あ
る
。

民
俗
研
究
の
視
点
か
ら
い
う
な
ら
、
副
業
と
し
て
の
七
夕
馬
作
り
の
あ
り
方
と
そ
の

流
通
実
態
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
中
行
事
用
品
を
購
入
し
て
行
う
よ
う
に

な
っ
た
七
夕
行
事
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
る
。
本
来
は
家
ご
と
に
作
っ
て
い
た
七
夕
馬

が
、
製
品
と
し
て
流
通
す
る
こ
と
で
七
夕
行
事
が
持
続
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、

そ
れ
は
千
葉
県
に
お
け
る
七
夕
行
事
の
変
遷
過
程
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

大
島
暁
雄
は

『

上
総
掘
り
の
民
俗』
で
、
農
村
に
お
け
る
副
業
的
に
農
間
稼
ぎ
と
し

て
行
わ
れ
る
技
術
に
つ
い
て
の
解
明
を
試
み
、
民
俗
技
術
と
い
う
視
点
を
提
案
し
て
い

る
。
ま
ず
は
上
総
掘
り
の
技
術
か
ら
は

｢

民
俗
的
な
地
盤
が
創
造
し
て
き
た
生
活
・
生

産
技
術
は
、
常
民
に
と
ど
ま
ら
ず
職
人
に
ま
で
視
野
を
広
げ
、
こ
れ
を
連
続
し
て
と
ら

え
る
必
要
性｣

を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
上
総
の
唐
箕
を
事
例
に

｢

特
定
民
具
の
製
作
の

実
態
と
民
具
の
伝
播
・
普
及
の
要
因
は
、
地
域
的
要
因
と
技
術
の
再
生
産
の
シ
ス
テ
ム

に
あ
る｣

と
し
、
そ
こ
に
は

｢

一
般
人
が
見
よ
う
見
ま
ね
で
技
術
を
修
得
し
、
そ
の
一

部
が
職
人
化
し
て
行
く
形
態｣

と

｢

一
応
の
技
術
的
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
共
同
作
業
等
を
通
し
て
技
術
の
修
得
が
図
ら
れ
、
集
団
的
に
技
術
が
継
承
し
て
行
く

形
態｣

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

｢

技
術
の
継
承
に
か
か
わ
る
特
性
と
し
て
、
徒

弟
制
度
を
前
提
と
す
る
技
術
を
除
い
て
、
技
術
の
伝
授
と
修
得
が
集
団
的
に
な
さ
れ
、

そ
の
結
果
技
術
上
の
系
譜
関
係
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
特
定
の
修
行
形
態
や
修

行
の
期
間
・
内
容
等
が
設
定
し
が
た
い
、
加
え
て
技
術
の
修
得
や
、
独
立
に
際
し
て
の

儀
礼
や
慣
行
が
存
在
し
な
い
例
の
、
大
幅
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。｣

と
し
て
、
民
俗
技
術
に
み
ら
れ
る
特
定
集
団
へ
の
帰
属
意
識
を
明
ら
か

に
し
て
い
る

(

�)

。

大
島
の
い
う
技
術
の
集
団
的
継
承
は
、
大
芝
地
区
全
体
に
お
け
る
七
夕
馬
製
作
の
工

房
化
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ス
ゲ
ヌ
キ
の
共
同
援
助
に
う
か
が
え
る
。
さ
ら

に
い
う
な
ら
、
こ
こ
に
は
ム
ラ
と
し
て
の
集
団
的
な
工
房
の
内
部
に
、
家
ご
と
の
工
房

が
成
立
し
て
お
り
、｢

工
房
化
の
二
重
構
造｣

と
い
う
実
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

民
俗
技
術
の
継
承
た
め
に

い
わ
き
市
、
茂
原
市
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
七
夕
馬

製
作
の
技
術
伝
承
の
現
状
は
頼
り
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
七
夕
馬
の

製
作
技
術
に
対
し
、
地
域
博
物
館
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

七
夕
飾
り
が
全
国
的
に
知
ら
れ
、
七
夕
馬
の
伝
承
も
広
く
残
る
宮
城
県
仙
台
市
で
は
、

仙
台
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
七
夕
馬
の
伝
承
を
記
録
し
、
資
料
館
の
報
告
書

『

足
元

か
ら
み
る
民
俗』

に
掲
載
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
四
号
に
は
泉
区
福
岡
蒜
但
木

(

�)

、
第

五
号
に
は
若
林
区
下
飯
田

(

�)

、
第
十
号
に
は
太
白
区
山
田
の
大
里
家
の
七
夕
馬
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
る

(

�)

。

太
白
区
山
田
の
大
里
家
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

七
夕
に
二
匹
の
馬
を
朝
作
り
、
七
夕
飾
り
の
下
に
置
く
。
飾
り
に
は
新
調
し
た
子

供
の
着
物
も
飾
る
。
こ
れ
は
子
供
が
丈
夫
に
な
る
よ
う
願
っ
て
、
ま
た
芋
の
葉
の

上
の
水
で
墨
を
す
っ
て
、
願
い
事
を
書
い
た
。
願
い
事
が
か
な
う
と
い
わ
れ
て
い

る
。
七
夕
の
笹
を
大
根
畑
に
立
て
た
。
馬
は
昔
は
麦
わ
ら
で
作
っ
た
が
、
今
は
無

い
の
で
藁
で
馬
を
作
っ
て
い
る
。
田
の
神
様
は
こ
の
馬
に
乗
っ
て
田
巡
り
す
る
の

で
仕
事
は
休
む
。
畑
に
行
く
な
と
い
わ
れ
た
。

大
里
家
で
は
竹
の
七
夕
飾
り
に
、
子
ど
も
が
着
る
服
が
下
げ
ら
れ
、
こ
の
下
に
二
匹

の
藁
馬
が
し
ば
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
馬
は
も
と
も
と

麦
藁
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
現
在
は
稲
藁
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
継
続
し
た
調
査
の
記
録
の
積
み
重
ね
は
、
民
俗
が
途
切
れ
た
場
合
で
も
、

｢七夕馬｣ の技術伝承
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再
び
そ
れ
を
掘
り
起
こ
す
際
に
役
立
つ
財
産
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

宮
城
県
多
賀
城
市
に
あ
る
東
北
歴
史
博
物
館
で
は
、
学
芸
員
に
よ
る
民
俗
技
術
の
保

存
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
学
芸
員
の
及
川
宏

幸
氏
は
、
宮
城
県
内
の
七
夕
馬
の
製
作
技
術
保
持
者
か
ら
そ
の
技
術
を
学
び
、
館
で
開

催
さ
れ
る

｢

く
ら
し
の
わ
ざ
体
験
教
室｣

で
、
宮
城
県
内
各
地
の
七
夕
馬
を
縮
小
サ
イ

ズ
で
製
作
す
る
実
習
を
担
当
し
て
い
る
。

毎
年
七
月
半
ば
に
行
わ
れ
れ
る
こ
の
実
習
で
は
、
自
ら
が
製
作
の
指
導
に
あ
た
り
、

平
成
十
四
年
は
宮
城
県
宮
崎
町
北
川
内
大
平
の
橋
本
家
、
平
成
十
五
年
は
大
和
町
吉
田

升
沢
地
区
の
早
坂
家
、
平
成
十
六
年
は
栗
駒
町
文
字
地
区
の
佐
藤
家
、
平
成
十
七
年
は

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
地
区
の
渡
辺
家
に
伝
承
さ
れ
た
七
夕
馬
を
製
作
し
た
。
当
日
配
布

さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
過
程
を
図
式
化
し
た
も
の
が
印
刷
さ
れ
て

い
る

(

図
1)

。

民
俗
技
術
保
持
者
が
そ
の
技
術
の
継
承
を
強
く
望
む
と
き
、
行
政
は
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
た
場
合
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
継
続
的
に
行
え
る
博
物
館
の
存
在
は
大

き
い
。

千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
で
は
�
藤
氏
、
い
わ
き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷
で
は
田
子
氏
と

い
う
技
術
保
持
者
が
七
夕
馬
の
体
験
学
習
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
�
藤
氏
が
言
う

よ
う
に
、
材
料
の
用
意
が
負
担
に
な
っ
て
も
そ
れ
を
引
き
受
け
る
の
は
、
こ
う
し
た
体

験
を
通
し
て
、
継
承
者
が
育
つ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
に
期
待
し
て
の
こ
と
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
七
夕
馬
の
場
合
、
材
料
の
確
保
は
大
き
な
問
題
点
だ
が
、
房
総
の

む
ら
で
も
暮
ら
し
の
伝
承
郷
で
も
、
敷
地
内
で
小
麦
の
栽
培
を
す
る
な
ど
、
材
料
調
達

に
つ
な
が
る
実
践
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
博
物
館
や
資
料
館
は
、
今
後
民
俗
技
術

継
承
の
恒
常
的
な
窓
口
と
な
り
、
民
俗
技
術
継
承
の
行
政
的
な
要
所
と
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る

(

�)

。

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
い
わ
き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷
の
氏
家
武
夫

氏
、
駒
木
根
栄
一
氏
、
渡
辺
彩
氏
、
仙
台
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
佐
々
田
弥
生
氏
に
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は
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

註

(

1)
若
月
紫
蘭

(

保
治)

著

『

東
京
年
中
行
事』

一
九
一
一
年

春
陽
堂

一
一
三
頁
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[Summary]

Transmission of the Techniques for Making Tanabata-uma

HATTORI Hiromi

In this paper the author discusses the making of tanabata-uma, one of the many customs of

tanabata, an annual Japanese festival of stars, from many aspects associated with it, including the

techniques for making it, in different areas of Japan.

Various elements have been combined intricately and transmitted throughout Japan as

events related with tanabata: that of kikkoden introduced from China, of wheat harvest festival,

and of nanoka-bon, one of the many bon events. At the same time, because of the custom of

bathing at tanabata in some areas, it also has an element of a purification ceremony.

Tanabata-uma is a horse made of wild rice plant or wheat straw early in the morning of the

6 th or 7 th of July in the lunar calendar. It is placed together with bamboo decorations and is

floated down a river or put on top of a roof at the end of the festival. People believed that

tanabata-sama, interpreted by some as the god of the fields, or their ancestors visited them riding

this horse.

The transmission of tanabata-uma is significantly seen in East Japan. In the present investi-

gation, tanabata-uma of Mobara-shi in Chiba prefecture, Iwaki-shi in Fukushima prefecture and

Sendai-shi in Miyagi prefecture were studied from various aspects, including the way it is made.

The characteristic of tanabata-uma at Mobara-shi is that although people originally made

tanabata-uma at their homes, later it began to be sold at rokusai-ichi markets which were held

regularly in this area. With the sale of tanabata-uma, villages and homes that specifically made

it began to appear and it became more ornate. This means that the making of tanabata-uma

became professionalized. In this sense, the making of tanabata-uma at Mobara-shi is an example

that shows the process of the transmission of folk techniques.

On the other hand, tanabata-uma of Iwaki-shi and Sendai-shi were made of wheat straw or

rice straw. They were not sold at markets and, at least until the 1950 s, were made at homes. This

may explain the reason that the design of these tanabata-uma is simpler compared with that of

Mobara-shi. It is clear that there was no attempt to create sophisticated design and it does not

show professionalization of the techniques.
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